基準適合調査票－地区基準－都市景観形成地区－今宮三丁目東急不動産開発地区

③景観計画区域における地区ごとの届出対象行為の制限に関する事項（都市景観形成地区－今宮三丁目東急不動産開発地区）
	対象項目
	制限事項
	配慮した事項
	助言・指導（記入しないで下さい）
	協議結果（記入しないで下さい）

	建　築　物　等
	規模
	建築物は２階建又は小屋裏３階建とし、軒の高さの最高限度は７メートルとする。
	
	
	

	
	配置
	建築物の外壁又はこれにかわる柱の面から道路境界線までの距離は、０．９メートル以上とする。ただし、建築物の外壁又はこれにかわる柱の中心線の長さの合計が３メートル以下の場合及び自動車車庫は除く。
	
	
	

	
	
	都市計画道路小野原豊中線に面する宅地は、駐車場への進入位置を変更してはならない。
	
	
	

	
	
	１階部分の形態、駐車場などは、まちなみの連続感を出すように配置し、デザインを工夫する。
	
	
	

	
	
	敷き際は、開放的な空間を確保し、緑で飾るように努める。
	
	
	

	
	外観の意匠
	建築様式はアメリカンスタイルを基調に、まとまりのある意匠を施すことに努めるとともに、オープン外構や輸入資材等の導入により単調な外観を避け、まちなみに表情を与える明るいデザインを施す。
（アメリカンスタイル…窓を装飾部材で囲み、外壁材は板張り風で仕上げた開拓時代を模したデザインで、切妻屋根の洋風建築様式）
	
	
	

	
	
	屋根の形状は勾配屋根とし、スカイラインの調和に努める。
	
	
	

	
	
	建築物の正面以外の立面についても、外部から見た建築物全体の美観に配慮する。
	
	
	

	
	
	バルコニー又は出窓には、鉢植えやフラワーポット等で緑化に努める。
	
	
	

	
	
	シンボルツリーの設置に努め、周辺景観との調和を図った個性ある外構緑化を施す。
	
	
	

	
	
	隣接地及び道路との境界部は、見通しのきく柵又は生け垣とするように努める。
	
	
	

	
	外観の色彩
	建築物の外壁のベースカラーは景観計画区域全域に共通する行為の制限の色彩の基準にかかわらず、マンセル値による明度が５以上9.5以下、彩度が１以上５以下とする。
	外壁のベースカラー　　（　　　　　　　／　　　　　　　）

	
	

	
	
	建築物の屋根のベースカラーは、マンセル値による明度が２以上4.5以下、彩度が1.5以下とする。
	屋根のベースカラー　　（　　　　　　　／　　　　　　　）
	
	

	
	外観の材料
	駐車場及び玄関先の地表面の仕上げは、自然素材を使用し、緑化に努める。
	
	
	

	土地の区画形質
	１区画あたりの面積及び地盤の高さは図３－１によることを基本とする。
	
	
	


２．都市景観形成地区基準（条例第33条関係）への適合について（都市景観形成地区－今宮三丁目東急不動産開発地区）
	対象項目
	制限事項
	配慮した事項
	助言・指導（記入しないで下さい）
	協議結果（記入しないで下さい）

	建築物等の用途に関する事項
	戸建て住宅を原則とする。ただし、喫茶店・レストラン・ブティック等の店舗、学習塾・各種教室及び公益上必要な建築物等については、周辺景観との調和に配慮して建てることができる。
	
	
	

	広告物の表示等に関する事項
	広告物は、掲出する建築物とデザインの調和を図るとともに、まちのイメージを高めるよう、文字・図柄・色彩などデザインに配慮し、大きさや表示内容は必要最小限にする。
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